
万人、コロナ禍前の客数に迫る数値北海道観光入込客数
令 和 ５ 年 度

前年度比．％増、元年度比．％減

前
年
度
同
期
比
で
４
年
連
続
増
加

沖
縄
県
、令
和
６
年
度
上
半
期
入
域
観
光
客
数
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北
海
道
経
済
部
観
光
局
観
光
振
興
課
に
よ
る

と
、
令
和
５
年
度
（
５
年
４
月
～
６
年
３
月
）
の

北
海
道
へ
の
観
光
入
込
客
数
は
４
７
７
７
万
人
。

前
年
度
比

・
８
％
増
加
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
令
和

元
年
度
比
で
９
・
５
％
減
少
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た
こ
と
か

ら
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

％
以
上
伸
び
、
コ

ロ
ナ
禍
前
の
客
数
に
迫
る
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
道
内
客
は
４
０
３
８
万
人
で
、
前
年

度
比
７
・
３
％
増
（
元
年
度
比
９
・
１
％
減
）
。

道
外
客
は
５
０
５
万
人
で
、
同

・
０
％
増
（
同


・
７
％
減
）
。

日
帰
り
客
は
３
２
２
６
万
人
で
、
前
年
度
比


・
０
％
増
（
元
年
度
比
８
・
５
％
減
）
。
宿
泊
客

は
１
５
５
１
万
人
で
、
同

・
９
％
増
（
同

・

４
％
減
）
。

訪
日
外
国
人
来
道
者
数
は
２
３
４
万
１
６
０
０

人
。
前
年
度
比
２
３
８
・
３
％
増
加
、
元
年
度
比

４
・
１
％
減
少
し
た
。

国
・
地
域
別
で
は
韓
国
が

万
９
２
０
０
人
と

最
も
多
く
、
台
湾
（

万
６
７
０
０
人
）
、
中
国

（

万
１
７
０
０
人
）、香
港（

万
２
千
人
）、

タ
イ
（

万
６
千
人
）
、
ア
メ
リ
カ
（
８
万
５
９

０
０
人
）
が
続
い
て
い
る
。

市
町
村
に
お
け
る
観
光
入
込
客
数
を
合
計
し
た

総
数
（
延
べ
人
数
）
は
１
億
４
６
１
９
万
人
で
、

前
年
度
比

・
３
％
増
加
。
元
年
度
比
も
１
・
６

％
増
加
し
た
。

宿
泊
客
延
べ
数
の
合
計
は
３
６
９
７
万
人
泊

で
、
前
年
度
比

・
５
％
、
元
年
度
比
２
・
１
％

そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
た
。

６
の
圏
域
別
の
観
光
入
込
客
数
（
延
べ
人
数
）

と
宿
泊
客
延
べ
数
は
、
全
て
の
圏
域
で
前
年
度
比

増
加
し
た
。
入
込
客
数
は
道
央
圏
が
前
年
度
比


・
３
％
増
と
最
も
大
き
く
増
加
。
元
年
度
比
は
十

勝
圏（

・
５
％
増
）と
道
央
圏（
４
・
３
％
増
）

で
増
加
し
た
。

■国内観光客の概況
　令和６年度上半期において、４～６月期は全国旅行支援の反動減などの影響により、前年
度同期比で減少した。
　一方、７～９月期は夏休み期間中の旅行需要を見込んだ航空会社の臨時便・増便・季節運
航などが好調に推移したことから前年度同期比で増加した。
６～９月期は令和元年度同期比でも増加し、コロナ禍前の水準を上回っている。

■外国人観光客の概況
　令和６年度上半期は、航空路線の再開・新規就航、クルーズ船寄港回数の増加などにより、
前年度同期比で万人の増となった。
　令和元年度上半期と比べると、中国本土便など一部航空路線の運休継続の影響により．
％の水準にとどまっている。しかし、航空路線の復便や、クルーズ船寄港回数の増加などに
伴い、段階的に回復している。
　下半期は、那覇―台北路線の増便、バンコク―台北経由沖縄路線および那覇―台中路線の
新規就航、大型クルーズ船（台湾、中国本土発着）の多数寄港予定などにより、さらなる回
復が見込まれている。

■令和６年度上半期の概況
　沖縄県文化観光スポーツ部観光政策課によると、令和６年度上半期（６年４～９月）の沖
縄県への入域観光客数は万人。前年度同期比．％増と、４年連続で増加した。コ
ロナ禍前の令和元年度上半期との比較では、．％減少。
　国内観光客数がコロナ禍前の水準を上回り、過去最高を記録。
　外国人観光客数は、国際航空路線やクルーズ船の再開・新規就航の進展により段階的に回
復しつつあることから、下半期においても回復傾向が続くものと見込まれる。




